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特
集
　
敗
戦
74
年
、「
加
害
」と「
被
害
」を
考
え
る
た
め
に

決
は
、植
民
地
支
配
の
歴
史
的
事
実
さ
え
認
め
ず
、

ア
ジ
ア
の
民
衆
か
ら
の
人
権
回
復
の
訴
え
に
憎
悪

を
む
き
出
し
に
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
本
質
的

に
は
変
わ
ら
な
い
。
日
本
社
会
の
現
状
を
象
徴
す

る
判
決
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
我
々

は
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
６
月
７
日
、
原

告
ら
は
東
京
高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
不
当
判

決
に
立
ち
会
っ
た
、
原
告
、
弁
護
団
、
支
援
者
で
、

集
ま
っ
た
地
元
関
係
者
と
和
・
ピ
ー
ス
リ
ン
グ
メ

ン
バ
ー
が
話
し
合
い
、
翌
２
０
１
６
年
5
月
29
日
、

穏
田
区
民
会
館
で
第
1
回
の
山
の
手
空
襲
を
語
り

つ
ぐ
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
中
、
プ
レ
企
画
と
し
て
キ
ャ
ッ
ト

ス
ト
リ
ー
ト
遊
歩
道
で
う
ち
ゅ
う
ば
く
は
つ
が
く

だ
ん
に
よ
り
紙
芝
居
『
ラ
イ
オ
ン
マ
ン
』
を
上
演
、

午
後
つ
ど
い
を
開
演
、
第
1
部
で
プ
レ
企
画
と
同

じ
紙
芝
居
、
第
2
部
は
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
表

参
道
界
隈
を
写
し
た
写
真
の
上
映
会
と
体
験
者
に

よ
る
解
説
ト
ー
ク
、
第
3
部
は
青
山
学
院
高
等
部
・

大
学
生
、
地
元
住
民
に
よ
り
体
験
記
を
朗
読
し
ま

し
た
。

２
０
１
７
年
5
月
28
日
の
第
2
回
の
つ
ど
い
か

ら
は
、
第
1
部
を
「
地
図
で
伝
え
る
」
と
し
て
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
な
地
図
を
投
影
し
な
が
ら
、

空
襲
体
験
者
か
ら
戦
前
の
街
・
空
襲
当
夜
の
状
況

の
お
話
、第
2
部
を
「
朗
読 

表
参
道
が
燃
え
た
日
」

と
し
て
、
体
験
記
を
再
構
成
し
た
台
本
を
青
山
学

院
初
中
高
等
部
生
徒
な
ど
、
地
元
で
学
ぶ
学
校
生

徒
や
住
民
、
関
係
者
に
よ
り
朗
読
し
、
そ
の
後
、

朗
読
に
参
加
し
た
若
い
世
代
の
質
問
を
入
口
に
討

論
・
交
流
と
い
う
3
部
構
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定

着
し
ま
し
た
。

第
3
回
は
２
０
１
８
年
6
月
17
日
に
開
催
、
第

4
回
で
は
定
例
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
て
、
空
襲

体
験
記
を
子
ど
も
で
も
読
め
る
よ
う
に
再
編
集
し

た
学
習
用
の
冊
子
『
語
り
つ
ぐ
「
表
参
道
が
燃
え

た
日
」
―
山
の
手
大
空
襲
の
体
験
記　
戦
争
を
知

ら
な
い
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
子
た
ち
へ
』
を
刊
行

し
ま
し
た
。

　
　
　
＊

つ
ど
い
実
行
委
員
会
の
軸
に
な
っ
た
の
は
、青
山・

原
宿
地
域
で
１
９
４
５
年
5
月
25
日
の
山
の
手
空

襲
を
体
験
し
た
人
に
呼
び
か
け
て
、『
表
参
道
が
燃

え
た
日
―
山
の
手
大
空
襲
の
体
験
記
』（
２
０
０
８
年
、

増
補
版
２
０
０
０
年
）、『
続
表
参
道
が
燃
え
た
日
―
山

の
手
大
空
襲
の
体
験
記
』（
２
０
１
１
年
）
を
刊
行
し

た
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
事
務
局
の
比

留
間
さ
ん
は
、
初
期
か
ら
つ
ど
い
実
行
委
員
会
の

中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
記
集
は
、
２
０
０
７
年
1
月
27
日
、

山
の
手
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
集
い

―
山
の
手
空
襲
を
記
録
し
、
伝
え
る
営
み
の
現
在
地

山
本
唯
人

こ
れ
で
も
う
終
わ
り
だ
と
考
え
る
者
は
誰
も
い
な

い
。「
今
日
は
負
け
た
が
、
勝
つ
ま
で
止
ま
る
こ

と
な
く
あ
き
ら
め
ず
に
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に

闘
っ
て
い
き
た
い
」（
太
平
洋
戦
争
被
害
者
補
償
推
進
協

議
会
共
同
代
表
・
李
熙
子
さ
ん
）
と
の
呼
び
か
け
に
応

え
、
合
祀
取
消
し
を
実
現
す
る
ま
で
、
共
に
闘
う

こ
と
を
こ
こ
に
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
や
ま
も
と・な
お
よ
し
／
ノ
ー
！
ハ
プ
サ
、写
真
提
供
：
筆
者
）

２
０
１
６
年
か
ら
毎
年
1
回
、
表
参
道
界
隈
の

会
場
で
、
山
の
手
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
集
い
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
6
月
16
日
、
渋
谷
区
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
神
宮
前
で
開
催
し
た
つ
ど
い
で
、
4

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

「
語
り
つ
ぐ
集
い
」
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
５

年
5
月
25
日
、
青
山
善
光
寺
で
恒
例
の
戦
災
殉
難

者
追
善
法
要
に
参
加
し
た
あ
と
、「
表
参
道
が
燃
え

た
日
」
編
集
委
員
会
の
比
留
間
柏
子
さ
ん
と
、
和
・

ピ
ー
ス
リ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
、
う
ち
ゅ
う
ば
く
は
つ

が
く
だ
ん
の
シ
マ
カ
ワ
コ
ウ
ジ
さ
ん
で
、
語
り
合
っ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

10
月
22
日
、
表
参
道
北
村
ビ
ル
の
ア
グ
ネ
技
術

セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
、
比
留
間
さ
ん
の
お
世
話
で



14
市民の意見  NO.175　2019/8/1

特
集
　
敗
戦
74
年
、「
加
害
」と「
被
害
」を
考
え
る
た
め
に

港
区
が
戦
災
死
者
の
慰
霊
を
趣
旨
と
し
て
、
表
参

道
・
み
ず
ほ
銀
行
脇
に
記
念
碑
を
建
立
す
る
に
あ

た
り
、
そ
れ
を
求
め
る
地
元
有
志
の
署
名
運
動
を

き
っ
か
け
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
を
き
っ

か
け
に
、
一
旦
、
散
り
散
り
に
な
り
か
け
て
い
た
、

地
元
空
襲
体
験
者
の
つ
な
が
り
が
、
少
し
ず
つ
取

り
戻
さ
れ
ま
し
た
。「
語
り
つ
ぐ
集
い
」
は
、
戦
後

60
年
を
機
に
起
こ
っ
た
記
念
碑
建
設
運
動
、
そ
れ

と
連
動
す
る
体
験
記
集
刊
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

流
れ
を
引
き
継
い
で
、
は
じ
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

実
行
委
員
会
に
、
若
い
世
代
か
ら
参
加
し
た
の

が
和
・
ピ
ー
ス
リ
ン
グ
で
す
。
和
・
ピ
ー
ス
リ
ン
グ

は
、
２
０
０
５
年
3
月
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
開
催

さ
れ
た
「
東
京
大
空
襲
」
展
を
手
伝
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
市
民
グ
ル
ー
プ
で
す
。

２
０
０
６
年
か
ら
7
回
に
わ
た
り
、
東
京
空
襲
遺

族
会
、
東
友
会
（
東
京
都
被
団
協
）
と
共
同
で
、「
差

別
な
き
戦
後
補
償
」
を
テ
ー
マ
に
浅
草
ウ
オ
ー
ク

を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
ご
ろ
か

ら
「
継
承
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
の
幅
を
広

げ
、
こ
の
つ
ど
い
を
き
っ
か
け
に
、
表
参
道
周
辺
の

動
き
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
軸
と
な
る
参
加
者
は
、
原
宿
の
穏
田

商
店
会
（
現
穏
田
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
商
店
会
）
で
す
。

つ
ど
い
の
実
行
委
員
会
は
、
個
人
有
志
の
集
ま

り
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
こ
の
3
つ
の
協
力
団
体

が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
共
同
代
表
は
旧
青
山

北
町
6
丁
目
出
身
で
「
表
参
道
が
燃
え
た
日
」
編

集
委
員
の
泉
宏
さ
ん
、
旧
穏
田
1
丁
目
出
身
で
つ

ど
い
の
開
始
当
時
穏
田
商
店
会
顧
問
だ
っ
た
佐
藤

銀
重
さ
ん
が
務
め
て
い
ま
す
。
二
人
と
も
山
の
手

空
襲
の
体
験
者
で
、
泉
さ
ん
は
お
父
さ
ん
を
亡
く

し
た
遺
族
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
元
青
山
学
院
高
等
部
教
員
で
、

旧
原
宿
一
丁
目
の
空
襲
体
験
者
で
も
あ
る
田
中
昭

雄
さ
ん
、
元
青
山
学
院
中
等
部
教
員
の
佐
藤
い
つ

子
さ
ん
、
コ
ー
プ
み
ら
い
有
志
の
方
々
な
ど
が
、

定
例
の
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
す
。
佐
藤
い
つ

子
さ
ん
は
、
毎
年
の
朗
読
台
本
、
今
年
刊
行
さ
れ

た
学
習
用
冊
子
の
執
筆
を
中
心
的
に
担
当
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
青
山
・
原
宿
界
隈
の
体
験
者
中

心
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
体
験
世
代
と
多
様

な
立
場
の
非
体
験
世
代
の

共
同
に
よ
っ
て
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
の

が
、「
山
の
手
空
襲
を
語
り

つ
ぐ
集
い
」
な
の
で
す
。

　
　
　
＊

米
軍
が
表
参
道
一
帯
を
焼
き
払
っ
た
山
の
手
空

襲
は
、
１
９
４
５
年
5
月
25
日
22
時
38
分
に
投
弾

が
始
ま
り
、
日
付
が
変
わ
っ
て
26
日
1
時
13
分
に

終
わ
り
ま
し
た
（
米
軍
資
料
）。

東
京
空
襲
と
言
え
ば
、
3
月
10
日
に
下
町
一
帯

を
攻
撃
し
て
、
約
10
万
人
の
死
者
を
出
し
た
「
東

京
大
空
襲
」
が
有
名
で
す
が
、
実
は
米
軍
が
東
京

を
目
標
に
し
た
大
規
模
無
差
別
爆
撃
は
、
3
月
10

日
も
含
め
て
5
回
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
下
町
空
襲
の
約
2
倍
の
重
量
の
焼

夷
弾
を
投
下
し
、
警
視
庁
資
料
で
３
２
４
２
人
の

死
者
を
出
し
た
の
が
5
月
25
日
の
山
の
手
空
襲
で

す
。
下
町
に
比
べ
て
死
者
数
が
一
桁
少
な
い
た
め
、

比
較
的
小
さ
な
空
襲
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
は
、
下

町
の
約
2
倍
の
量
の
焼
夷
弾
を
投
下
し
た
、
文
字

通
り
の
大
規
模
無
差
別
爆
撃
で
し
た
。

し
か
し
、
下
町
に
比
べ
て
、
山
の
手
空
襲
は
記

録
の
量
が
乏
し
く
、
詳
し
い
状
況
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
記
録
運
動
・
研
究
は
、
犠

牲
者
の
大
き
い
下
町
を
中
心
に
行
わ
れ
た
た
め
、

資
料
や
体
験
の
掘
り
起
こ
し
も
不
十
分
で
す
。
早

乙
女
勝
元
著
『
東
京
大
空
襲
』（
岩
波
新
書
、
１
９
７
１

年
）
の
よ
う
な
、
定
番
的
な
歴
史
書
も
な
い
た
め
、

具
体
的
に
地
上
で
何
が
起
き
た
か
、
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
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特
集
　
敗
戦
74
年
、「
加
害
」と「
被
害
」を
考
え
る
た
め
に 実

は
熊
谷
市
は
１
９
４
５
年
８
月
14
日
深
夜

と
15
日
未
明
（
午
前
２
時
頃
ま
で
）
に
米
軍
の
空
爆

を
受
け
た
「
最
後
の
空
襲
」
都
市
（
秋
田
、
小
田

原
、
伊
勢
崎
な
ど
）
の
一
つ
で
あ
る
。
房
総
半
島
の

南
方
か
ら
侵
入
し
て
き
た
89
機
の
Ｂ
29
が
高
度

３
０
０
０
〜
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
上
空
か
ら
照
明

弾
と
共
に
多
く
の
焼
夷
弾
を
投
下
し
た
。
こ
の
空

襲
で
死
者
２
６
６
人
と
負
傷
者
約
３
０
０
０
人
を

出
し
、
市
街
地
面
積
の
74
％
、
全
戸
数
９
０
２
０

戸
の
40
％
に
当
た
る
３
６
３
０
戸
が
罹
災
し
、
全

人
口
（
当
時
約
５
５
０
０
０
人
）
の
28
％
に
当
た
る

１
５
３
９
０
人
が
罹
災
者
と
な
り
、
多
く
の
公
的

建
物
、
学
校
、
文
化
財
施
設
、
寺
院
な
ど
が
焼
失

し
た
。「
玉
音
放
送
」
か
ら
12
時
程
前
の
出
来
事

で
あ
る
。

な
ぜ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
直
後
の
８
月
14
日
夜

と
15
日
未
明
に
空
襲
さ
れ
た
の
か
。
様
々
な
見
解

が
あ
る
（
中
島
飛
行
機
の
部
品
製
造
都
市
だ
っ
た
な
ど
）

が
、
米
軍
は
、
場
当
た
り
的
な
作
戦
で
な
く
来
る

べ
き
本
土
上
陸
決
戦
の
一
環
と
し
て
明
確
な
軍
事

作
戦
に
し
た
が
っ
て
空
爆
を
実
行
し
た
こ
と
は
、

す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
米
軍
資
料
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
空
襲
に
つ
い
て
は
、
節
目
の
年
ご
と
に

市
や
公
的
機
関
が
報
告
書
を
出
版
し
て
い
る
し
、

様
々
な
運
動
体
や
地
域
の
研
究
会
、
郷
土
史
家
た

ち
も
記
録
を
出
し
て
い
て
、
そ
の
全
体
像
も
ほ
ぼ

分
か
っ
て
い
る
。
当
時
の
市
民
の
体
験
談
も
多
く

綴
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
被
災
の
全
容
や
悲
惨
な
状

況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
妻
の
実
家
も
こ
の

空
襲
で
全
焼
し
た
と
い
う
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
報
告
や
発
言
に
は
、
当
時
、

日
本
が
戦
争
を
し
て
い
て
、
そ
れ
に
市
民
も
全
面

協
力
し
て
い
た
と
い
う
当
事
者
意
識
は
あ
ま
り
感

じ
ら
れ
な
い
。
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
諦
観
が
強
ま

り
、
こ
の
出
来
事
は
あ
た
か
も
地
震
や
津
波
、
洪

水
災
害
の
罹
災
者
と
同
じ
次
元
で
語
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。

熊
谷
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
ど
こ
の
地
域
で

も
、
空
襲
体
験
を
忘
れ
な
い
と
し
て
多
く
の
運
動

が
行
わ
れ
記
録
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
結
果
は
、
成
功
し
た
と
は
言
え
な
い
。
こ
の

空
襲
の
記
憶
か
ら
平
和
を
つ
く
る　
　

　
熊
谷
空
襲
と
市
民
運
動

加
藤
一
夫

つ
ど
い
の
活
動
の
な
か
で
、
表
参
道
交
差
点
・

旧
安
田
銀
行
前（
現
み
ず
ほ
銀
行
前
）、旧
原
宿
一
丁
目・

熊
野
神
社
に
隣
接
す
る
新
道
な
ど
で
は
、
推
定
数

１
０
０
人
単
位
の
死
者
が
出
た
こ
と
が
証
言
な
ど

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

事
実
は
、
死
者
数
の
み
を
抽
出
し
た
公
文
書
に
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

証
言
と
資
料
を
突
き
合
わ
せ
、
こ
の
夜
何
が
起

き
た
の
か
、
な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
ひ
と
が
、

そ
の
場
所
で
亡
く
な
っ
た
の
か
。
基
礎
的
な
事
実

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
、
課
題
が
残
っ
て
い

ま
す
。

つ
ど
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ま
だ
当
分
の
間
、
持

続
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
や
ま
も
と
・
た
だ
ひ
と
／
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
、
写

真
提
供
：
筆
者
）

２
０
１
５
年
10
月
末
、
私
は
、
25
年
近
く
住
ん

だ
海
辺
の
街
、
静
岡
県
焼
津
市
か
ら
妻
の
実
家
が

あ
る「
海
な
し
県
」埼
玉
県
熊
谷
市
に
移
転
し
た
。

そ
れ
か
ら
す
で
に
４
年
が
過
ぎ
た
。

熊
谷
市
は
、
そ
の
昔
、
源
平
合
戦
で
活
躍
し
た

熊
谷
直
実
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
中

山
道
の
宿
場
町
で
、
首
都
圏
の
関
東
北
部
に
位
置

し
て
い
る
人
口
約
20
万
人
の
町
で
あ
る
。
江
戸
時

代
か
ら
続
く
「
う
ち
わ
祭
り
」（
毎
年
７
月
）
は
今

も
続
い
て
い
る
。
日
本
一
暑
い
町
と
し
て
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
（
２
０
１
８
年
７
月
に
は
41
・
１
度
Ｃ

を
記
録
）。
今
年
（
２
０
１
９
年
）
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

の
主
催
地
の
一
つ
で
、市
は
「
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
」

と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
。


